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付 則 この会の会則は，平成 17年 11月19Bから施行する。
【 編 集 規 定 】
(1) 本 誌 は 中 等 社 会 科 教 育 学 会 の 機 関 誌 で あ る 。
(2) 本 誌 は 年 1 回 発 行 す る も の と す る 。
(3) 本 誌 は 本 学 会 の 会 員 の 研 究 お よ び そ れ に 資 す る 情 報 の 発 表 の 場 で あ る 。
(4) 本 誌 の 編 集 は 本 学 会 の 編 集 委 員 会 が 担 当 す る 。
(5) 本 誌 に 掲 載 す る 原 稿 は ， す べ て 編 集 委 員 会 を 経 由 し な け れ ば な ら な い 。
(6) 本 誌 に 掲 載 す る 原 稿 の 採 否 は ， レ フ リ ー の 審 査 を 経 た 後 に 委 員 会 が 決 定 す る 。
(7) 本 誌 に 掲 載 す る 原 稿 に つ い て ， 編 集 委 員 会 は 執 筆 者 に 内 容 の 変 更 を 要 求 で き る 。
(8) 本 誌 に 掲 載 す る こ と が 編 集 委 員 会 に お い て 決 定 し た 原 稿 ・ フ ロ ッ ピ ー デ イ ス ク は 返 却 し な い 。
(9) 本 誌 に 掲 載 す る 原 稿 の 執 筆 者 に よ る 校 正 は 第 1 校 ま で と す る 。 そ の 後 の 校 正 は 編 集 委 員 会 が 行 う 。
(10) 本 誌 に 掲 載 さ れ た 論 文 ・ 記 事 等 の 抜 刷 は 執 筆 者 の 希 望 に よ っ て 作 製 す る が ， そ の 作 製 費 ・ 輸 送 費 は す べ て 執 筆 者 が 負
担 す る も の と す る 。
(1) 本 誌 に 掲 載 す る 原 稿 の 図 版 等 で ， 特 別 の 経 費 を 必 要 と す る も の に つ い て は ， 執 筆 者 が 負 担 す る も の と す る 。
【 執 筆 要 領 】
(1) こ の 機 関 誌 へ の 投 稿 は ， 本 学 会 の 会 員 に 限 ら れ る 。 非 会 員 と 連 名 で の 投 稿 の 際 は ， 非 会 員 の 者 は 入 会 手 続 き を 取 ら な
け れ ば な ら な い 。 た だ し ， 編 集 委 員 会 か ら の 依 頼 原 稿 の 場 合 は ， こ の 限 り で は な い 。
(2) こ の 機 関 誌 へ の 投 稿 原 稿 は ， 未 発 表 の も の に 限 ら れ る 。 た だ し ， 口 頭 で 発 表 し た も の や 私 的 に 配 布 し た 印 刷 物 の 場 合
は ， こ の 限 り で は な い 。
(3) 投 稿 は 以 下 の も の で あ る 。
研 究 論 文
実 践 論 文
研 究 ノ ー ト
社 会 科 教 育 の 歴 史 ・ 理 論 お よ び 海 外 の 事 例 な ど に つ い て の 研 究
1,200 字 X 17 枚 程 度
学 校 教 育 ・ 社 会 教 育 な ど で の 自 ら の 社 会 科 教 育 の 実 践 を ふ ま え た 授 業 研 究
1,200 字 X 14 枚 程 度
社 会 科 教 育 の 歴 史 ・ 理 論 ・ 事 例 研 究 や 提 言
1,200 字 X 10 枚 程 度
授 業 レ ポ ー ト 社 会 科 の 授 業 や 展 示 の 実 践 紹 介
1,200 字 X 3 枚 程 度
社 会 科 教 育 情 報 社 会 科 教 育 に 関 連 し た 有 益 な 情 報 の 提 供
1,200 字 X 2 枚 程 度
書 評
図 書 紹 介
社 会 科 教 育 に 関 連 し た 書 籍 の 批 評
1,200 字 X 2 枚 程 度
社 会 科 教 育 に 関 連 し た 書 籍 の 紹 介
400 字 程 度
(4) 投 稿 原 稿 の 本 文 は 必 ず 一 太 郎 か W o r d を 使 っ て 作 成 す る 。 そ の 際 に A 4 判 で 横 書 き ， 40 字 X 30 行 で ペ ー ジ 設 定 す る 。
手 書 き 原 稿 は 受 理 し な い 。
(5) 投 稿 原 稿 は 完 全 成 稿 と し ， 打 ち 出 し 原 稿 に は 図 表 も 貼 付 す る 。
(6) 投 稿 の 際 は ， 打 ち 出 し 原 稿 3 部 を 編 集 委 員 会 宛 に 送 付 す る 。 掲 載 が 決 定 し た 場 合 は ， フ ロ ッ ピ ー デ イ ス ク の 形 で デ ー
タ を 提 出 す る 。
(7) 投 稿 の 際 に は ， 必 ず 執 筆 者 の 名 前 ・ よ み が な ・ 所 属 （ 職 名 そ の 他 を ふ く む ） ・ 連 絡 先 （ 郵 便 番 号 ・ 住 所 ・ 電 話 番 号 ・
電 子 ア ド レ ス ） を 明 記 す る 。
(8) 投 稿 の 際 の あ て 先 は
〒 112-8684 東 京 都 文 京 区 目 白 台 3 - 2 7  - 6 筑 波 大 学 附 属 視 覚 特 別 支 援 学 校 丹 治 達 義
ttanji@nsfb.tsukuba.ac.jp 
と す る 。
(9) 投 稿 を 希 望 す る 者 は ， 6 月 末 日 ま で に 上 記 あ て 先 ま で 事 前 に 連 絡 を す る 。
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編 集 後 記
筑 波 大 学 で は ， 教 員 免 許 更 新 制 度 に ， 本 会 の 会 長 で あ る 谷 川 先 生 が 担 当 副 学 長 と い う こ と も あ り ， 積
極 的 に 取 り 組 ん で い る 。 2008 年 度 は ， 試 行 で は あ る が ， 免 許 更 新 制 度 の 講 習 会 を 実 施 し ， 受 講 者 と し て
何 人 か の 会 員 も そ の 講 習 に 参 加 し て く れ た 。 2009 年 度 か ら は 本 格 実 施 と な る が ， そ れ に よ り 受 講 者 が ，
日 頃 の 授 業 に 何 か し ら 反 映 で き る よ う な こ と を 得 て く れ れ ば と 思 っ て い る 。
さ て ， 『 中 等 社 会 科 教 育 研 究 』 は ， 『 筑 波 社 会 科 研 究 』 か ら 本 号 で 2 7 号 と な る 。 本 号 は ， 研 究 論 文 5 本，
実 践 論 文 2 本 ， 研 究 ノ ー ト 1 本 ， 社 会 科 教 育 情 報 3 本 を 掲 載 す る こ と が で き た 。 投 稿 し て 頂 い た 会 員 に
は 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。 ま た ， 本 誌 は 論 文 ， 研 究 ノ ー ト に つ い て は 査 読 制 を と っ て い る 。 貴 重 な 壺 読
意 見 を い た だ い た 方 に も 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。
査 読 意 見 に は 厳 し い も の も あ り ， 執 筆 者 に は そ れ を 返 し ， よ り 一 層 精 錬 さ れ た 論 考 の 修 正 を お 願 い し
た 。 そ の た め ， 本 誌 の レ ベ ル は 毎 年 確 実 に あ が っ て き て い る 。 査 読 に よ り ， さ ら に 磨 か れ た 論 文 と な る
の で ， 会 員 の 皆 様 に も ， 研 究 ， 授 業 実 践 に か か わ ら ず ， 本 学 会 誌 に 投 稿 し ， 会 員 に 発 信 し て ほ し い 。 そ
れ は ， 自 分 の 研 究 ・ 実 践 を 整 理 す る だ け で な く ， 他 の 会 員 に も 必 ず や 貢 献 す る も の と な る 。 次 号 以 降 で も ，
是 非 ， 積 極 的 な 投 稿 を お 願 い し た い 。
本 号 の 編 集 事 務 は ， お 茶 の 水 女 子 大 学 附 属 中 学 校 の 寺 本 誠 先 生 に 担 当 し て い た だ い た 。 編 集 事 務 は ，
気 苦 労 の 多 い 仕 事 で ， 大 き な 負 担 を 強 い て い る 。 本 当 に ご 苦 労 様 で し た 。 次 号 か ら は ， 筑 波 大 学 附 属 特
別 支 援 学 校 の 丹 治 達 義 先 生 に お 願 い す る こ と に な っ て い る 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。
本 誌 の 制 作 に あ た っ て は ， 編 集 委 員 ー 同 細 心 の 注 意 を は ら っ て い る が ， い た ら な い こ と も 多 々 あ る と
思 わ れ る 。 多 忙 な 本 務 の 中 で ， こ の 仕 事 を や っ て い る こ と に 免 じ て 大 目 に み て い た だ け れ ば 幸 い で あ る 。
今 後 と も ， 会 員 の 皆 様 の ご 協 力 と ご 理 解 の 程 ， よ ろ し く お 願 い し ま す 。
（ 井 田 仁 康 ）
編 集 委 員 会
委 員 長
井 田 仁 康 （ 筑 波 大 学 ）
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